
フトウエア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアじついて説明します。 


添付のメディアについて（一316ページ) 

EXPRESSBUILDER (-3 1 6^^-：^') ....... 

ExpressPicnic (一323ぺージ） . 


本装置にミ付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD に!]又 
められているソフトウエアじついて紹介します。 

セットアップツール 「 EXPRESS 目 UILDER 」 につ 
いて説明します。 

シームレスセツトアップ用パラメータフアイルを 
作成するツール 「 ExpressPicnic 」 について説明し 
よ^ 〇 


本装置用バンドルソフトウエア（一330ページ） . 本装置にインス I -ールするバンドルソフトウエア 

について説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウエアト340ぺージ） . 本装置を監視-管理するための管理 PC にインス 

トールするバンドルソフトウエアじついて説明し 
On 9'〇 


ONL-51 0 001 03-1 40Rf4-000-03-08 10 
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添付のメディアについて 

添付の rEXPRESSBUILDER ®」 DVD じは、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティやを種 
バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の機能 
をより多く引き化すことができます。 

n-O 「 EXPRESSBUILDERJDVD は、本装置の設定び完了した後でも、 OS の再インス!ル 
や BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。また、装置障害時の保守作業に 
おいても使用されますので、なくさないように大切に保存しておいてください。 



* コンソールレスで操作ずる場合。 COM ポートも使用可能。 
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CD ドライブ装備の管理 PC をほ用したいとを 


EXPRESSBULDER は DVD にて提供してし^るため、 DVD ドライブ装備のマシンでないとを 
種ソフトウェアのインス I -ールをすることができません。 CD ドライブ装備のクライアント 
マシンへソフトウェアをインストールしたい場合は、次のような手順にて、いったん CD-R 
等へコピーしてから使用してください。 

I n-O 本手)憤は、クライアントへソフトウェアをインストールずる目的に限り、 CD 1枚分のみコ 

ピーすることびでをまず。 

1. 本装置など、 DVD が読み} A める装置へ EXPRESS 目 UILDER をセットする。 

2 . オートランメニューが起動した場合は終了させる。 

3 . エクスプ□-ラか6 、 EXPRESSBUILDER DVD に格納された]: rP のファイル-フォルダをハー 
ドディスクへ コピーす る。 

¥(ルートフォルダ） 

I 

+— ¥001: version . xml を〕ピー 

I 

+—— ¥ a「_menu JU 下すベて 

I 

+---- ¥ docJ ： rF すべて 

I 

+---- ¥ win ]： rF すべて 

4 . 手順3(こてコピーしたファイル-フォルダをそのままのフォルダ構造にて CD - R へコピーする。 

コピーするときは、ルートフォルダを一致させてください。 

己. CD - R へのコピーが完了した6、手順3にてコピーした八ードディスク上のファイル-フォルダは 
すべて削除する。 

目.手順4で作成した CD - R を CD ドライブ装備のクライアントマシンへセットする。 

7 . エクスプ□ーラか6、 CD 内の] U 下のファイルを実行する。 

¥001 ¥ ar _ menu ¥ autorun _ menu.exe 口 2 bit エディションの場合） 
autorun menu x 64 .exe (64 bit エディションの場合） 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 OS のインス!ル、装置のメンテナンスなどをするためのソフトウェアです。 
EXPRESSBUILDER から 0 S をインス I ルする際には、インストール対象の八ードディスクドライブ（ま 
たは RAID システムの論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 


るメニ ューの 起動について 


EXPRESS 目 UILDER を本装置の DVD ドライブにセツトして起動すると、下のようなメ 
ニューが起動します。 


Boot selection 


Os instaLLation***defauLt***. ① 

Maintenance TooLs(Norma L mode ). ⑤ 

Maintenance TooLs(Redirection mode). ⑤ 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


5化口 |包|| "» 

メニューぞ进船て、じ欠へ J ポタン巧んてく既ぃ。 

•RAID 博乾や OS をインストールする巧合は、 r シームレス切トアッづぞ実行する J ぞ进巧してください。 
•巧業をが了する巧合は、 「EXP 虹 SSBUILDER をが了する」を!!巧してな!:さい。 



广 Windows 巧〇咖 -Dis 蛇巧巧する 
广 UiH 踊ィンストール Dis 坊巧ぶする 
广 LinuxU かも!ーバーティシヨンぞ营巧する 
广 RAID のコンフィヴレーシ3ン巧捕を 1Z— プ G — ドする 
广 EXPRESSBUILDER) こドライパを□ー ドする 


p-Ol^ 

• 本ツールは Configuration Tool であり、 Windows PE 2.0を使用しています。72時間 
継続して使用ずると自動的に再起動されますのでごま意ください。 

• Windows PE 2.0 を使用した Confi 呂 uration は、 Windows Server 2003 (32 bit ) お 
よび Windows Vista Business (32- bit ( x 8 目)）のみをサボートしており、それ杉がの 
動作は保証しておりません。 

この メニュ ーから、 0 S インスト ー ルのための r シ ー ムレスセットアップ」 （導入編参照） 
や、じ(下のような機能を羊、ソクすることができます。 

a ) Windows 用 OEM - Disk を作成する 

Windows のマニュアルセ、ソトアップで必要となる OEM - Disk を作成します（導入 
編 ー マニュアルセツトアップ参照)。 
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b ) Linux 用ドライバディスクを作成する 

Linux のインス I -ール時に必要となるドライバディスクを作成します。 Linux 用ド 
ライパディスクは、シームレスセットアップの途中で作成することもできます。 

C ) Linux Recovery パーティションを作成する (Linux サービスセット用） 

Linux Recovery パーティションには、インストールディスクのに0フォーマット 
イメージファイル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモジュールが 
格納されます。 Linux Recovery パーティションは、巨 TO (工場組み込み止)荷)時の 
八ードディスク内に予め作成(サイズは約 5 GB ) されていますが、 RAID 再構築など 
でパーティションを新規作成する場合は、 Linux Recovery パーティションの作成 
が必要になります。なお、 Linux Recovery パーティションはシームレスセット 
アップの途中で作成することもできます。 

I チェック I 

八ードディスクドライブの接続や RAID システム構成を確認し、正しく認識されている状 
態で Linux Recovery パーティションを作成してください。 

Linux サービス セッ ト について 

rUnux サービスセット」は、 Linux (ディ ストリビューシ ョン) とサポートサービス 
などを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお使いいた 
だけるようにする製品です。システムの運用性-信頼性向上とシステム管理者の 
負荷軽減の実現のために、下記のを種機能やサービスを提供しています。 

• 設を時や障害時の問題解ミ央を支援するサポートサービス 
• 導入時の作業時間を大幅に削減する目 TO インストール化荷 
参化荷対象の全ての 0 S •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ムして 
運用していただける環境を提供 

• 製品化荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報-アップデート手 
順を提供 

• 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼働監視ツールを提供 

rUnux サービスセット」の詳細については、じ(下の Web サイトをご覧ください。 
http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

d ) RAID のコンフィグレーション情報をセーブ/□ー ドする 

RAID コント□ーラ上の RAID コンフィグレーション情報を保存したり、復元した 
りすることができます。 

e ) EXPRESS 目 UILDER (こドライノ\を□—ドする 

通常は使用しません。オプション製品を追力□した場合に使うときがあります(導入 
編一応用セットアップ参照)。 
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② Maintenance Tools(Normal mode) 


本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 



このメニューから、 JU 下のような保守用の機能をキックすることができます。を機能の 
詳細については、運用-保守編の保守ツールの章を参照して<ださい。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) BIOS/FW Updating 

システム目 lOS をアップデートします。 

C) ROM-DOS Startup FD 

ROM-DOS 起動 FD を作成します。 

d ) Test and diagnostics 
システム診断を起動します。 

③ Maintenance Tools (Redirection mode) 

本項目は、巨 lOS コンソールリダイレクション機能を使用して、コンソールレスじて操作 
する場合にのみ選択してください。 

リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択してください。 



このメニューからキックできる機能は、②のメニューから丰ックできるものと同等で 
す。 
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才ートランで起動するメニ 


Windows 2000 + IE 6.0、 WindowsXP 、 

Wsta または Windows Server 2003が動 
作しているコンピュータ上で添付の DVD 
をセットすると、オートラン機能により 
自動的にメニューが起動します。 

g ; セットしたタイミングによって 
は、自動的に起動しない場合があ 
ります。そのような場合は、エク 
ス プロー ラから「マイコン ピュー 
夕」を還択し、セットした DVD ドラ 
イブのアイコンをダブルクリック 
してく ださし、。 

メニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアのインストールやオン 
ラインド车ュメントを参照することができます。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 
I ヒン。のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Adobe Reader がインス 
卜ールされている必要があります 。 Adobe Reader がインストールされていないときは、 
あらかじめ Adobe システム社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストールし 
ておいてください。 

メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちク 
リックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目 
は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選 
択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 

I M-O DVD をドライブか5取り出ず前に、メニューおよびメニューか5起動したオンラインド 
キュメント、各種ツールは終了させておいてください。 


ドライバディスク ( Linux 向け)の作成 

JU 下の手順で、オートランで起動するメニューからドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
ことができます。 

1.1.44 MB フォーマツト済みの3.己インチ空きフ□、ソピーディスクを1枚用意する。 

2 . オペレーティングシステムを起動する。 

3. 「 EXPRESS 目 ULDERJDVD を光ディスクドライブ(こセツトする。 

メニューが起動します。 


NEC 

EXPRESS 目 UILDER 

Menu items 


Q ，ド车ュメシトホなむ- 



1 

巧 Windows をセットアップする 
© ドライバディスク ( Windows 向け)を作巧する 
© ドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
© ソフトウェアをセットアップする 



® メニ 

ューを 巧 じる 
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EXPRESSBUILDER 


WEC EXPRESSBUILDER 

Menu items 

巧ドキュメントを読む 

© ぶ indows をセットアップする 

© ドライバディスク ( Windows 向け)を作成する 


4 . [ドライバディスク ( Linux 向け)を作成す 
る]をクリックし、ディストリビューシヨ 
ン [140 Rf -4 向け]を選択する。 

• L 画 

右クリックで現れるメニューでも同様 
の操作ができます。 


5 . メッセージ(こ従ってフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、 [ OK ] をク 
リ、ソク する。 

手順4で選択したディストリビューシヨン用のドライバディスクが作成されます。作成したドラ 
イバディスクはライトプ□テクトをかけて、ラベルを貼って大切に保管してください。 


ill 

端 li 

lii 
^ ^ ^ 
5 5 7 - 7 - 

1111 

LhLe 

がががが 
似倫喊似 

E E E E 

邮師^賊 

Is 


4 U U 

1 = 


〇〇 
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ExpressPicnic 


「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBUILDER のシームレス セッ トアップで使用する「パラメータフ ァイ ル」 
を作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したパラメータファイルを使ってセットアップをすると、 
いくつかの磕認のための羊一入力を除き 0S のインス I -ールから各種ユーティリティのインストールまで 
のセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときに前回と同じ設定でインス!-ールするこ 
とができます。「パラメータファイル」を作成して、 EXPRESSBUILDER からセットアップすることをお 
勧めします。 

フ□、ソピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フ□、ソピーディスクドライブをご用意ください。 


Windows Server 2003用の「パラメータフアイル」のみ作成できます。 Windows 
Server 2003 x 64 Editions 用/ Linux 用のパラメータフアイルは作成できません。 


I; 「パラメータファイル」がなくてもシームレスセットアップは可能です。また、「パラメータ 
ファイルの入った FD」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中で作成または 
- 修正することもできます。 


パラメータフアイルの作ぶ 


0 S をインス!-ールするために必要なセットアップ情報を設定し、「パラメータファイル」を 
作成します。 W 下の手順に従って<ださい。 

( ■"〇 パラメータフアイルの作成中は、絶対に忙 XPRESSBUILDE 刊 DVD をドライブか5取り 
出さないで<ださい。 


rpn 


ExpressPicnic は PC98-NX シリーズ. PC- 9800シリーズ. PC-AT 互換機で動作します。 

ExpressPicnic は々の OS 上で動作します。 

— Windows Server 2003 x64Editions, Windows Server 2003 
- Windows Vis ね（ューザァカウント制御 （UAC) は無効にしてくださし、） 

— Windows XP x64, Windows XP 

1. OS を起動する。 

2. 添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJDVD を光ディスクドライブにセツトする。 


3. 画面上でちクリックするか 、 [Windows 
をセットアップする]を左クリックする。 
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4 . [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 


WE し EXPRESSBUILDER 

Menu items 


こ ドキュメントを養む 

- トフ づ ' 、 Ntl 卜 ramewo 化 ve だ .U 巧彌布巧傲わケージ (x64) のイシストール 

" Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒ホ巧能バッかージ Cx 说)のインストール 

ド与ノ,ぐ J：; ご 1システムのアップデート 

_>ソフトウェアをセットアップする 

こ：メニューを巧じろ 




己.パラメータの□ー ド画面が表示された 
6、[パラメータを□—ドしない]の 
チェックボ、ソクスがオンになつているこ 
とを確認し[次へ]をクリックする。 


EXPRESSBUILDER 


NEC 


ExpwiPicnk では、 ■( {ラターぶ?ァイルの巧ぶおよび接正を巧します。 

養黙'醫二就レレ難駐鶏 


巧バライ'-夕巧ードしむい 


k は：I•バラ:^ータぞ口ードする J ぞ进折しバラタータファイルのバスを入力してください。 

-^」 


J ) 次へ 



巨. 0 S を選択する。 

[Windows (32 bit エディション）をイン 
ストールする]を選択して、[次へ]をク 
リックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 卜莊 f ." [ド。巧" ♦ 


インスト—ルする。巧遇折 U てくだみ、。 

「上言 BW?h0OS をインストールする J ぞ迭巧すお、 RAID 巧萬のみ実拖してが了します。 



■る巧 〇い つ TOP へ 

Venion5.U-m.n 
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7. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定 
内容を確認し、必要な6修正を巧ってか 
6[次へ]をクリックしてください。 


w-oira 

ExpressPicnic では、[接続されてい 
る全物理デバイスの台数]は RAID コン 
卜□ーラびサポートしている上限値に 
なっています。 r 論理ドライブを作成す 
る物理デバイスの台数」と r ホットスぺ 
アに指定される物理デバイスの台数」の 
合計び、 r 対象装置に接続されている全 
物理デバイスの台数」を超えないように 
注意してください。 


8 . 


• L 回 


論理ドライブの作成には、同型番の物 
理デバイスしか使用できません。 

メディアとパーティションの設定をす 
る。 

[メディアとパーティションの設定]画面 
が表示されます。設定内容を確認し、/必 
要な6修正を巧ってか6[次へ]をクリツ 
クしてください。 


W -0 

• Wi 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step 1 猫ゴ。 ， 

r す‘.. [p 恥 J 織なち "》| 鍊卡 

献里ドライブを巧ぶするため做巧 y -夕ぞ設定してください。 RA のコントローラをほ巧 U ていなし端合は、 

「就里ドライブの巧腑スキッブする J をぶ巧し、「みへ J ボタンを押してください。 

なお、巧巧の巧ドライプをそのまま巧巧する巧合は、「お巧ドライプの化巧をスキップする J ぞ进巧し、じたへ J ポタンを巧してください。 


' 度の設定で猫!朽ゎ 

なのコントロー'^ 


お：里ドライブを巧ぶする御 S デ J Vイスのおお 


ホットスべでこ巧をされる巧巧デ J ミイスのをな 
巧乱な L 顺巧デ J 、"イスのお致 


‘るり 


m 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step が气 ...] M 。和 1 啼|||鋪》|ぉち"》|靴》 

インストールする巧^'イアと、インストールホのシステムドライブを巧定してくだみ、 

"• 迪巧巧防 s«vi« ?add こ功 m ん r ユーザーズガ仆 J をき照してくだみ A 

r 试巧の J トティシ3ン对ま巧する J ぞ进巧した巧合、ディスクの:せ目洗弧のバ—ぅ 

「インストールがィァの巧定一 
W 山 dows ファかエディシ3ン 


トティシ g ンへ併をインストールします。 


:I Windows Server 2003 Standard Edi 


ネーボードレイアウト 


广 


。テムドラィブの設定一 
な巧のバ—ティシ 3 ン巧. 

巧巧に巧ぶする（ディスご 
广ディスクのを巧域をた 
P サイズを欄する 


巧巧する煉1 
スクの内容は、 ■ 


;1,トティシ3：^かァされます） 
すべてクリアされます>- 


■る巧 か' 


方。 


巧デフ, 


indows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセットアップでサービスパッ 
クを適用しないでください。 

ヴービスパックを適用する場台は、シームレスセットアップ完了後 、 Windows Server 
2003 R 2 DISC 2を適用してか5「システムのアップデート」にてサービスパックを適用 
して < ださい。 

パーティシヨンサイズについて 

- OS をインストールするパーティシヨンは、必要最小限杉上のサイズを指定してくださ 
い (43 ぺージ参照)。 

-接続されている八ードディスク上の容量は指定しないでください。 

- RAID 構成で2,09ス 144 MBiy 上の論理ドライブは作成できません。 

「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択したとき、ディスクの内 
容はずべてクリアされますのでごま意ください。 
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• [ Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティシヨンを使用する」を選択すると、 
最初のパーティシヨンの情報はフオーマットされ、ずべてなくなりまず。それがのパー 
テイシヨンの情報は保持されます。下図は、情報び削除されるパーテイシヨンを示していま 
す。 


第1パーテイシヨン 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティシヨ 
ンを残したまま再インス!ルずることはできません (43 ページ参照）。 [ Windows シス 
テムドライブの設定」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択しないでください。 


9. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。 
ユーザー情報を人力して[次へ]をクリツ 
クしてください。 



コンピュータ名および使用者名の入力 
は^^、須です。 

回 

パラメータファイルを口ードした場合 
や、 Step6 じ(降の画面から steps に画面 
を戻した場合、 「Administrator パスワー 
ド」および 「Administrator パスワードの 
確認」に値を設をしていない場合でも 
「参参参参参参」が表示されます。 



10. ネットワークプ□トコルの設定をする。 

[ネットワークプロトコルの設定]画面が 
表示されます。設定内容を確認し、必要 
な6修正を巧ってか6 [次へ]をクリック 
してください。 

回 

カスタム設をでの登録順は、 LAN ポー 
卜の番号と一致しない場合がありま 
す。 
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1. 参加ドメイン•ワークグループを指定す 
る。 

[参加ドメイン-ワークグループの指定] 
画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要な6修正を巧つ 
てか6[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 11 蝴 》 I! ぎを I%' 

^^^■^能な文^は、 |■'カウント名は32义'；^ i ^;^^巧の^ iSx バ^9ワ-ド1ま14义すけ下です〉 
ド乂■心に妻加しない巧さは、 r ワークヴルーブにきな]する J ぞ进巧し r ホへ J ポタンを巧してください。 


S る C 


つ TOP へ 


12. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設定]画面が表示され 
ます。設定内容を確認し、必要な6修正 
を行ってか6[次へ]をクリックしてくだ 
さし、 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step I 親卜矜… I | i 謂" ■► IS 等"■►■嘴 


インストールする、 Vin 如ロンボーネントぞ涅巧 U てください。 


「アブリアーシ3^9■-い- 

L 厂インターネットインフォイ—シ3ングービス ( ns ) 


啊どにタンール- 

ド巧るネットワーク音巧ブ[ 


狂お旋」 


广 ネットワークヴービス- 

厂巧る TC ? I?t トビス 
「か的ホストな巧づロトコルの HC ?! 
r がインネームシステムの沉） 

厂の n<Jo の*<ンターネットネームサービス (WINS) 


-その化のネット 
I Macin 。 础 


巧 ) TO 


'、勺デフ4 


13. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示さ 
れます。設定内容を確認し、必要なアプ 
リケーシヨンを選択して[次へ]をクリツ 
クしてください。 


m 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


1参加ド/ィン 1コンポー II アブリケ —1 ■パラメータ 

step . J 端す ," J なで I" I 画露 

インストールするアブリケーンョンを进巧してください。 

. 拉 MPROS«ve か护 nt のインストールには、巧るネットワークき巧ブロトコル (SNMP の設ミが必要です。 

•エクスブレスが S サイスは、 ESMP 防/ WrA 巧 nt ぞインスト叫レする巧さのみぷ巧できます。 

•EXP 旺だ抓 ILDE 岛こ含まれてしなしげ.ィスクドライバをほ巧する巧さは、け:容量 i 己巧廷き用 OEM-DWc の巧巧 J ぞ迭巧してください。 
• 「ち化アブリケーン3ンのインストール J については、「ユープーズガイド J をを県してください。 


X 容量お■度お S 巧な从化" 
泣化アブ J ケーシ3ン^><ン; 


mm » I 

がかお] 


■る巧 


NEC からのおならせ 

Universal RAID Utility 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 

Microsoft Visual C ++ SP 1 再配巧巧傲すッケ、 


づデフ♦ルトへ興す 
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•L 画 

• 「追加アプリケーションのインストール」につぃて 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップの最後にあらかじ 
め指をされた任意のアプリケーションを自動でインストールする機能です。 

詳細につぃては、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ]- シリーズを選ネ尺-対■応するバー 
ジョンの厘要]を還が-[追加アプリケーションのインストールにつぃて]を参照してくださ 

ぃ。 

• 情報提供ツール 「 N EC からのお知らせ」につぃて 

-インストールメディアの設をにおぃて、じ(下のエディションを選択した場合にのみ、表 
示されます。 

— Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 R 2, Standard Edition (日本語） 

これに(外のファミリやエディションでは、インストールされません。 

-情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしなぃ場合、[還択されたアプリ 
ケーション]の 「 N EC からのお知らせ」を選ネ尺し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプ 
リケーション]に移動してぃることを確認してくださぃ。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合は「システムのアップ 
デート」でインストールしてくださぃ。 

-情報提供ツール「 NEC からのお知らせ」につぃての詳細は、本書「情報提供ツール 「 NEC 
からのお知らせ」 （338 ぺージ）」をご覧くださぃ。 

14. パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されま 
す。 

「パラメータをセーブする」を選択し、 

フォーマット済みフ□、ソピーディスクを 
セットした後、パラメータファイルのパ 
スをボックスへ人力し、[次へ]をクリッ 
クします。 

パラメータファイルのパスおよびファ 
イルをに日本語は使用しないで < ださ 
い。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

Step 

1 参加 " イン 11 コンポー |1 アプリケー 1 ■バラ 

お 解‘" 1 ぉ巧… [I ぉン召… 

園 

い 做一妨たーブする J ぞ进旧し、 J 做ータファイ紳なぞ入力してくだみ、 

J 献ータ扣ーブ b むし、巧合は、。すラ;トタをたーブいぶしりぞ进巧してくだみ、。 


广バラ y -タミたづしなし、 ， 

巧 J 助-城 Z づ.するI - 争賠 I 


〇ぃ 
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1 己.フ□、ソピーディスク(こ保存する。 


「パラメータファイルの入った FD 」が作成 
できました。 

[はしリをクリックし、パラメータフアイ 
ルの作成を終了してください。 



■ rETTI 

既存の情報ファイル（パラメータファイル）を修正する場合は、[パラメ ータの口ード]画面 
で、パラメータを口ードするをクリックしてください。ヘルプを参照して情報ファイルを修 
正してください。 

途中で終了する場合は、画面右上の[[^]をクリックしてください。 
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本装置用バンドルソフトウエア 

本装置にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方法じついて簡単に説明します。 
詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO / ServerA 6 ent(Windows 版) 


ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールするサーバ監視用アプリ 

ケーシヨンです。 

EXPRESS 目 UILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができま 
す。ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス 
トールの手順を説明します。 

■: 運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD 内のオンラインドキユメ 

I レ、,。ント 「 ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載しています。 
- ご覧ください。 

インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版)を動作させるためには対象 0 S の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定じついてはスタートメニューから 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変更し 
た場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「側で新しく設をしたコミュニティをと同じを前を入力 
します。 
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インストール 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
h —ルはミ乘付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD をイを 
用します。本装置の OS が起動した後 、 Autorun 
で表示されるメニューから[ソフトウエアをセッ 
トアップする]-に SMPRO ]-|： ESMPRO / 
ServerAgent ] の順じクリ、ソクしてください。 t 又 
降はダイア□グボックス中のメッセージじ従って 
インストールしてください。 

I .-0 アドミニストレータの権限を持ったアカウ 
ントでシステムに□グインして < ださい。 


ネットワーク上の CD - RW / DVD - ROM 装置から実行する場合は、ネットワークドライブの割 
り当てを行った後、そのドライブから起動してください。エクスプ□ーラのネットワークコ 
ンピュータからは起動しないでください。 

■L アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセージが表示さ 
れます。 

ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 

メッセージに従って処理してください。 


インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインス I -- ルした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを磕認してください。 

1 . 本装置を再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO / ServerAgentWindows 版)の監視サービスに関するエラーが登録され 
ていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

^enu items 



1ノ' * む 

，’ .’ S をセットアップする 


^ソフトウェアをセットアップす 



関連ユーテイりテイ 
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ESMPRO / ServerAgent(Linux 版) 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( Umx 版）は本装置にインス トールするサーバ 監視 用アプリケー 
シヨンです。 EXPRESS 目 UILDER のシームレスセットアップで自動的にインス!ルするこ 
とができます。個別にインストールする場合には、本体装置に添付されている r インストレー 
シヨンガイド」を参照し、 ESMPRO / ServerAgent をインストールしてください。 


332 





Universal RAID Utility 


Universal RAID Utility は、 「LSI MegaRAID ™ SAS PCI EXPRESS^m romB 」、 「 N 8103- 
90 ディスクアレイコント日ーラ(外付け SAS HDD 用)」、 「 N 8103 -1 15 RAID コント日ーラ 
( RAID 0/ 1/5/6, 512 M 目羊ヤツシユ)」の管理、監視を行うアプリケーシヨンです。 

Universal RAID Utility のインストールおよび操作方ま、機能については、添付の 
EXPRESS 目 UILDER じ収録している 「Universal RAID Utility ユーザーズガイド」を参照して 
ください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインス I -ールされている場 
合があります。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Universal RAID Utility は、 EXPRESS 目 UILDER に収録している「シームレスセットアップ」 
を使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするアプリケー 
シヨンの選択で 、 [Universal RAID Utility ] を選択してください。 


Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを 
使用したセットアップ 

• Windows の場合 

[オートランメニュー]で Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを起動できま 
す。[オートランメニュー]で[ソフトウェアをセットアップする ]、 [Universal RAID 
Utility ] をクリックします。なお、 Windows の場合、下記のランタイムコンポーネントが 
必要です。 

— Microsoft .NET Framework 2.0 
— Microsoft .NET Framework 2.0日本語 Language Pack 
- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリ 

この 3 つのソフトウェアは、[オートランメニュー]でインストールできます。 

[Microsoft .NET Framework 2.0] と [Microsoft .NET Framework 2.0日本語 Language 
Pack ] をインス I ルするには、けートランメニュ ー] で [ Windows をセットアップす 
る ]、 [.NET Framework Ver 2.0再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインストール] ( x 64 の場 
合 、 [.NET Framework Ver 2.0再配布可能パ、ソケージ ( x 64) のインス I -- ル]をクリ、ソク 
します。 

[Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント]をインス 
卜ールするには、けートランメニュ ー] で [ Windows をセットアップする ]、 [Microsoft 
Visual C ++ 2005 SP 1 再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインス I -- ル] ( CPU アーキテク 
チャに関わらず、 （ x 86) を使用します)をクリックします。 
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• Linux の場合 

Universal RAID Utility のインストールイメージが存在するディレクトリで、セツトアツ 
ププ□グラムを直接実行します。インス! -- ルイメージは、 EXPRESS 巨 UILDER の下 
のディレクトリに収録しています。 

/ BBB / Inx / pp/uraidutl 


B 巨 B の宮 B 分は、 EXPRESSBUILDER 媒体番号 
5. AA - 巨 B 巨. CC 
の巨目目と同じ値です。 


ネットワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAID コント□-ラを搭載する〕ンピュータをネット 
ワーク経由で管理する機能をサポートしていません。 

ネットワーク経由で管理するには、 Windows のリモートデスクトップなど、リモートコン 
ソール機能を使用してください。 
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エクスプレス通報ヴービス (Windows 版 ) 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察®することや、障害発生時に 
迅速に保守を行うことができます。 


セットアップにお要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にずるには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェアメンテナンスサービスの契約、またはエクスプレス通報ヴービ 
スの契約 

本体の八 ー ドウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 開局にあたって 

エクスプレス通報サービスを開局する際には、ご契約毎のご契約情報を記録した r エクス 
プレス通報サービス開局车ーファイル」を、通報対象の装置に適用する必要があります。 
「エクスプレス通報サービス開局羊ーファイル」は、弊社での開局準備ができ次第、エク 
スプレス受付センターから提供いたします。ファイルの提供とその適用方法には、 W 下 
の2通りの方まがあります。 

(1) ネットワーク経由でダウン□ー ド 

エクスプレス通報サービスを NEC サポートパック登録ホームページ、もしくはお客 
様登録のサイトからお申し込みの場合、お申し込みの手続きを実施いただき、弊社 
での開局準備完了後、「エクスプレス通報サービス開局车ーファイル」をダウン□一 
ドできます。ダウン□ー ド後、インストレーシヨンガイドに従い、「エクスプレス通 
報サービス開局キーファイル」を設定頂くようお願いします。 

(2) 通報サービスの通報開局 FD 

エクスプレス通報サービスを製品同捆の申込用紙もしくは契約書で申し込みの場合、 
お申し a み内容を磕認し、弊社での開局準備完了後、エクスプレス受付センターよ 
り、「エクスプレス通報サービス開局キーファイル」を格納した「通報開局 FD 」 を送が 
いたします。お申し込み手続き後しばらくお待ちください。 

「通報開局 FD 」 到着後、インストレーシヨンガイドに従い、設定してください。 
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エクスプレス通報サービス (Linux 版 ) 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターじ自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速 
に保守を行つたりすることができます。 


エクスプレス通報ヴービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、 U 下の環境が必要です。 

ノ、ードウェア 

• 監視対象サーバ 

メモリ： 20 M 目 W 上* 

空きディスク容量： 70 MBJU 上* 

* エクスプレス通報サービス単体では、インストールできません。そのため、 
ESMPRO / ServerAgent のインス I —ルが必要です。 

• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由 
のエクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングじご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必 
要です。 


ソフトウェア 

• 添付の ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent(Unux 版） 

• 上記、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( Unux 版）がサポートする Linux OS 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に W 下の環境が必要です。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「《 + ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.9 J ： i 降 

* 監視対象となるサーバにインス I — ルされている ESMPRO / ServerAgent のバー 
ジョンじ(上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent の 
バージヨンが3 . 9の場合、バージョンが3 . 9 W 降の E SMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「が必要です。 


336 





セットアップにお要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

♦ 本装置の八ードウ王ア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本装置の八 ー ドウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済み 
でないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。 

契約内容の詳細については、お買い求めの販売店にお問い合わせ<ださい。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップについては、「オンラインド车ュメント」を参照し 
てください。 
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情報提供ツール riMEC か S のお知 S せ J 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、購入された装置をご利用いただくうえで役立つ情 
報をご提供するツールです。 

本ツールは、じ(下のエディションにがしてのみインストールされます。 

「ヒント 1 Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

Windows Server 2003 R 2, Standard Edition (日本語） 

これ必外のファミリやエディションでは、インストールされません。 

カスタムインストールモデルでのセツトアップ 

モデルじよっては購入時に情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」があらかじめインストール 
されている場合があります。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

情報提供ツール 「 NEC からのおおらせ」は、添付の 「 EXPRESSBULDERJDVD じ収められて 
いる自動インス I -ールツール r シームレスセツトアップ」を使ってインストールされます。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で情報提供ツール 「N E C からのお知らせ」をインストールする場合は、 
「 EXPRESS 目 UILDERJDVD 内のオンラインド羊ユメント 「Windows Server 2003インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「システムのアップデート」を適用してください。 
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情報提供ツール 「 NEC か 5 のお知 5 せ」のアンインストール手順 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をアンインストールする場合は、次の手順にしたがつ 
てください。 

1 . [プ□グラムの追加と削除]画面を表示する。 

<標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューか6[コント□ールパネル]をポイントし、[プ□グラムの追加と削除]をクリック 
する。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]から[プ□グラムの追加と削除] 
をクリ、ソクする。 

2 . [現在インストールされているプ□グラムト覽か6情報提供ツール [ NEC か6のお知6せ]を選択 
し、[削除]をクリックする。 



U 降はメッセージに従ってアンインス I ルを行ってください。アンインス I ル終了後、 
システムを再起動してください。 

続いて、 W 下の手順に従って[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除してください。 

3. ツールメニューの[お気に入り]か6[お気に入りの整理]を選ぶ。 

「お気に人りの整理」ウィンドウが開きます。 

4. 項目から 「 NEC 」 フォルダを選択する。 

NEC フォルダ(こ登録されている Web サイトー覧が表示されます。 

5. [ NEC か6のお知6せ]を選択して、[削除]をクリックする。 

「ファイルの削除の確認」ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除してください。 

t (上で、情報提供ツール 「 NEC からのお®らせ」のアンインストールは完了です。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

本装置をネットワーク上から管理するための r 管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフトウエアじつ 
いて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインス I ルされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、本装置にバンドルされている ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「をお使いく 
ださい。 

管理 PC へのインストール方まや設定の詳細についてはオンラインド羊ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■: ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

「己を卜で説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインドキュメント 
「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


DianaScope 


口 anaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウエアです。 

口 anaScope の機能やインス I -- ル方まについての詳細はオンラインド车ュメントを参照し 
てください。 


わおこ入り化）ツ-ル① W レブ(ぶ 


房る，-» - 3固！^^るがお固わ巧に入り巧ゴディア d I 替，詹な_ 

"日1渊卵/北 




アドレス屯)階 http：// 192.1 68.14.1 51 ：8080/dtanascope/pages/commons/top,jsp 


つ如兩品 d 


Empowered by Innovation 

致グル-ブ-民 ヴルーブー g > Benies > Blucbcrry 






ろ 3 In わ！ F i; M の」 SHIFT-JIS [ EUC-JP J UTF-8 j 



— 

证:の:到 

System Date: [07/09/2004] 

Item Specific Help 


<Tab>, <Shift-Tab>, or 


Legacy Floppy A: [1.44/1.25 MB 3.5"] 

Legacy Floppy B: [DisabTed] 

Hard Disk Pre-Delay: [Disabled] 

> Primary IDE Master [CD-ROM] 

> Primary IDE Slave [None] 

> Processor Settings 

Language: [English (US)] 

<Enter> selects field. 


Help Select Item Change Values 

Exit Select Menu Select > Sub- 快 

Setup Defaults 
snu Save and Exit 


4\ 1 


祿ょ打 
'DC オン 


prepare ro Boot 

I Power On Cnt Aim 

198巧間 0 分 


本製品において DianaScope を使用するためにはサーバライセンスが必要です。本製品には 
必下のサーバライセンスが添付されています。 

— UL 1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server License (1) 

管理が象サーバを 1 台管理するためのライセンス 
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